
22

〇 2024年７～９月にテレビ東京系列で放送されたアニメ『天穂のサクナヒメ』と農林水産省コラボ
企画により、米や米食の魅力を様々な方法・メディアをとおして発信。

４－２ 米の消費拡大の取組 多面的な情報発信 （TVアニメ『天穂のサクナヒメ』コラボ）

動画等での情報発信 消費者の部屋での特別展示

2024年６/２９ 舞台挨拶付きアニメ先行上映会（TOHOシネマズ日比谷）にて
大臣メッセージを放映。またBUZZMAFF動画も作成し、発信。

2024年８/５～９ 消費者の部屋 TVアニメ『天穂のサクナヒメ』コラボ特別展示。
昔の農機具や日本の稲作についてアニメシーンとともに解説を展示。
子供連れやアニメ・原作ゲームファンなどを中心に来場者数は５日間で約２,４００
人に上った。

Xでは7/26～9/30
の消費者の部屋特
別展示に合わせ合
計13件の関連投稿
を行った。
閲覧数においては
125万回を超える
大きな反響があっ
た。

雑誌・ラジオへの出演等

・雑誌「週刊ファミ通」KADOKAWA
2024年7/11発売

・WEBサイト「ファミ通.com」

・BAYFM「耕せ！～米はチカラヂオ～アニメ
『天穂のサクナヒメ』公式ラヂオ」
 2024年７/５～９/27

毎週金曜日24時～24時30分放送
お米に関するリスナーからの疑問お悩み解
決コーナーに農林水産省として出演。

「サクナヒメと学ぶ米知識」

アニメの動画配信サービス版限定で配信
している米や稲作に関するコラムを作成。

SNS「やっぱりごはんでしょ！」での発信

©えーでるわいす／「天穂のサクナヒメ」製作委員会
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○ 米粉用米の需要量は、平成29年度まで２万トン程度で推移。平成30年には米粉の特徴を生かし、グルテンを含まない特性を

発信する「ノングルテン米粉第三者認証制度」や「米粉の用途別基準」の運用を開始。近年米粉の需要量は拡大傾向で推移。

○ さらなる米粉・米粉製品の需要創出・利用促進に向け、「米粉需要創出・利用促進対策事業（令和６年度補正：20億円）」を措置
しているところであり、米粉の特徴を活かした新商品開発や機械設備の導入等を支援。

注） 農林水産省調べ

生産量は新規需要米生産集出荷数量の数値。但し、平成21年度の生産量は計画数量、令和６年度の生産
量は認定計画ベース、令和７年度の生産量は需要量及び翌年度繰越在庫量の水準をベースに必要供給量と
して推計。需要量は需要者からの聞き取り。数値は需要量。

注１） 米粉原料価格は企業購入価格（平均値）であり、農家出荷価格とは異なる場合がある。
注２） 米粉販売価格は大手企業から聞き取った業務用価格（令和６年度）。
注３） 小麦粉の原料価格等は令和５年度の数値。

原料価格 製粉コスト 販売価格

米粉 50～70円程度 100～300円程度 150～370円程度

小麦粉 60～75円程度 70円程度 140～150円程度

（kgあたり）

年度

【参考】
製造規模や製品の販売ロット（製造施設の稼働率や輸送費に影響）による
⽶粉の製粉コスト等
○ 製造量が年間約300トン以上の製粉企業
・ 大口ロット（フレコン／10トン単位）: 100円/kg程度
・ 小口ロット（紙袋／１トン未満） ：300円/kg程度

  ○ 製造量が年間約300トン未満の製粉企業
・ 大口ロット（フレコン／１トン単位）：250円/kg程度
・ 小口ロット（紙袋／30 kg単位）：480円/kg程度

米粉用米の生産量・需要量の推移 用途に応じた米粉の活用

製粉コストの状況

米ピューレ

・米穀を加熱処理した後に裏漉しし、ピューレ 状に加工して
パン等に利用
・乳化剤の代替として利用でき、保湿性に優れたパンの製造
等が可能

アルファ化米粉

・特殊な加工技術により、増粘多糖類や油脂等の代替として
製パン時の粘度調節に使用
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４－３ 米の消費拡大の取組 新たな需要の取込み 米粉用米の状況
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〇 海外における⽇本⾷レストランやおにぎり店などの需要開拓を進めた結果、近年コメの輸出は⼤きく増加。2024
年の輸出額は120億円（対前年比＋28％増）、輸出数量は45,112トン（対前年比＋21％）となり、直近５年間で約
2.6倍に増加。

○ 地域別にみても、近年アジア向けのみならず、北⽶向けや欧州向けも輸出実績が⼤きく増加。中東等、輸出実績
のない/少ない国・地域向けの輸出に取り組む事業者も多くみられる。

４－３ 米の消費拡大の取組 新たな需要の取込み 輸出実績の推移
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